
物
質

杜
杜

の会会

著哲

主
要
著
作
目
録

　
書

学
的

起

の
　
起

源源
概
念

論

資
本
論
の
弁
江
法
的
根
拠

杜戦杜
　
会
　
と
　
弁
　
証

現
代
の
唯
物
世
界
観

　
後
精
神
の
探

　
　
会
　
　
　
科

法究学

（
初
版
）

（
改
訂
版
）

（
改
訂
新
版
）

（
初
版
）

（
改
題
再
版
）

（
改
訂
文
庫
版
）

（
初
版
）

（
再
版
）

（
改
訂
版
）

（
初
版
）

（
改
題
増
補
版
）

政白青三日青高玄有玄法理三

経東木笠
本

木桐林林
律

和
評斐文論

書書書書
論

書書書書
化

書

院館店房杜店院房閣房杜杜房

一
九
三
四
年
二
月

一
九
四
八
年
一
一
月

一
九
五
八
年
一
〇
月

一
九
三
六
年
九
月

一
九
四
九
年
二
月

一
九
五
二
年
一
二
月

一
九
四
八
年
四
月

一
九
五
〇
年
一
月

一
九
五
三
年
四
月

一
九
四
九
年
一
月

一
九
五
一
年
一
〇
月

一
九
四
九
年
九
月

一
九
五
〇
年
九
月

　
二
四
七
　
　
（
八
三
二
）



資
本
論
の
学
問
的
構
造

資
本
論
へ
の
私
の
歩
み

へ
－
ゲ
ル
哲
学
と
資
本
論

経
済
哲
学
原
理

（
初
版
）

（
改
訂
増
補
版
）

論
　
文
（
・
印
は
著
書
に
収
録
の
も
の
）

＊
杜
会
の
起
源
の
閉
題

＊
フ
ラ
ン
ス
杜
会
学
の
理
論
形
態

＊
三
木
哲
学
の
フ
ハ
ッ
シ
ヨ
的
形
態

＊
生
物
学
に
お
け
る
ダ
ー
ウ
ィ
ン
的
課
題

＊
歴
史
と
白
然
弁
証
法

＊
物
理
学
的
認
識
の
危
桟
的
意
義

＊
端
緒
の
閉
腫
－
認
識
論
と
し
て
の
資
本
論
１

＊
道
触
の
党
派
性

　
－
働
く
も
の
食
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
１

＊
認
識
の
機
関
と
し
て
の
工
場

　
－
史
的
唯
物
論
に
於
け
る
技
術
の
問
趣
１

・
生
　
産
　
の
　
判
　
断

弘
　
　
文
　
　
堂

雄
　
　
潭
　
　
杜

現
代
思
潮
杜

未
　
　
来
　
　
杜

日
本
評
論
新
杜

思
想

杜
全
学
研
究
会
編
．
文
化
杜
会
学

批
判

唯
物
論
研
究

思
想

唯
物
論
研
究

歴
　
史
　
科
学

理
想

杜
八
ム
学
評
論

唯
物
論
研
究

二
四
八
　
　
（
八
三
三
）

一
九
五
一
年
六
月

一
九
五
四
年
九
月

一
九
六
〇
年
一
一
月

一
九
五
九
年
一
〇
月

一
九
六
二
年
二
一
月

一
九
三
二
年
一
一
月
・
二
一
月

一
九
三
二
年
六
月

一
九
三
二
年
九
月

一
九
三
三
年
三
月
・
四
月

一
九
三
三
年
九
月

一
九
三
三
年
一
〇
月

一
九
三
三
年
二
一
月

一
九
三
四
年
一
月

一
九
三
四
年
五
月

一
九
三
四
年
七
月

一
九
三
四
年
八
月



＊
労
働
過
程
の
弁
証
法

＊
人
問
労
働
の
資
木
主
義
的
自
己
疎
外

＊
資
本
発
生
の
弁
証
法

＊
マ
　
ル
　
ク
　
　
ス
　
主
　
義

＊
杜
　
　
　
会
　
　
　
科
　
　
　
学

・
弁
　
　
　
　
証
　
　
　
　
法

＊
非
常
時
局
と
合
理
主
義

　
－
ニ
ニ
エ
ハ
事
件
に
関
説
し
て
１

＊
西
田
哲
学
を
讃
え
る

把
頭
制
度
と
農
村
と
の
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

陽
泉
周
辺
土
法
炭
坑
の
企
業
形
態

　
北
支
土
着
民
族
資
本
の
産
業
資
本
へ
の
転
化

＊
虚
無
と
実
存
の
超
克
に
関
す
る
第
一
章

　
－
精
神
の
こ
の
病
１

＊
現
実
的
た
学
と
し
て
の
資
本
論

＊
唯
物
論
と
現
代

・
告
　
　
　
白
　
　
　
の
　
　
　
書

　
－
時
局
の
精
神
的
断
層
１

＊
哲
学
と
杜
会
科
学
（
帥
舵
ポ
旧
哨
は
鵬
馳
学
）

ホ
資
本
論
の
学
的
体
系
性

．
杜
会

杜
会

径
　
済
　
評
　
論

日
本
評
論
杜
・
現
代
哲
学
辞
典

日
本
評
論
杜
・
現
代
哲
学
辞
典

日
本
評
論
杜
・
現
代
哲
学
辞
典

思学

想
生

評

論

北
支
那
開
発
会
杜
調
査
局
へ
の
調
査
報
告
書

北
支
那
開
発
会
杜
調
査
局
へ
の
調
査
報
告
書

北
支
那
開
発
会
杜
調
査
局
へ
の
調
査
報
告
書

季
　
刊
　
理
　
論

思
想

京
都
大
学
学
生
部
編
・
現
代
の
世
界
観
上

展
望

筑
摩
書
房
・
哲
学
講
座
第
四
巻

立
命
館
経
済
学
・
一
巻
六
号

一
九
三
四
年
一
〇
月

一
九
三
五
年
三
月

一
九
三
五
年
八
月

一
九
三
六
年
九
月

一
九
三
六
年
九
月

一
九
三
六
年
九
月

一
九
三
六
年
一
一
月

一
九
三
七
年
五
月

一
九
四
二
年
三
月

一
九
四
三
年
三
月

一
九
四
四
年
二
月

一
九
四
八
年
二
一
月

一
九
四
九
年
三
月
・

一
九
四
九
年
四
月

一
九
四
九
年
五
月

五
月

一
九
五
〇
年
三
月

一
九
五
二
年
二
一
月

二
四
九
　
　
（
八
三
四
）



＊
資
本
論
冒
頭
文
節
の
体
系
的
意
味

・
経
　
　
　
済
　
　
　
哲
　
　
　
学

＊
市
民
杜
会
に
お
い
て
の
市
民
の
人
問
的
白
己
解
放

　
ー
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
自
己
疎
外
と
具
体
的
一
般
者
１

＊
諸
商
品
集
成
の
感
性
的
直
観

＊
賃
労
働
者
の
向
白
有
的
論
理
構
造

＊
四
四
年
手
稿
断
片
へ
疎
外
さ
れ
た
労
働
〉

　
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
哲
学
思
想

＊
歴
史
的
現
実
と
杜
会
科
学
方
法
論

　
労
働
市
場
に
お
け
る
法
的
人
格

　
ー
へ
ー
ゲ
ル
『
法
の
哲
学
」
に
批
判
的
に
関
連
し
て
ー

＊
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
折
〕
学
原
理

　
『
資
本
諭
』
体
系
の
凶
式
的
解
明

＊
経
済
折
〕
学
の
た
め
の
一
般
的
序
説

杜
会
科
学
に
お
け
る
理
論
と
枚
証

　
１
『
資
本
論
』
に
た
い
す
る
一
っ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ー

＊
汽
労
働
者
の
範
癖
的
把
握

＊
マ
ル
ク
ス
上
上
表
経
済
抑
学
の
成
立
の
必
然
性

経
済
｛
十
研
ん
几
の
…
山
汲
九
｛
…
に
↓
め
る
折
〔
以
子
仏
…
棚
昨
胆

　
－
凹
四
年
『
手
稿
』
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
自
身
の

　
　
　
思
弁
哲
学
に
つ
い
て
の
分
析
的
吟
味
と
し
て
１

立
命
館
経
済
学
・
二
巻
一
号

立
命
館
大
学
経
済
学
会
編
・
経
済
教
程

立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
・
紀
要
一
号

立
命
館
経
済
学
・
二
巻
五
号
・
六
号

三
巻
一
号

立
命
館
経
済
学
・
三
巻
五
号

立
命
館
経
済
学
・
三
巻
六
号
・
七
号

四
巻
一
号
・
二
号

立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
・
紀
要
三
号

立
命
館
法
学
・
一
一
号
・
一
二
号
・

立
命
館
経
済
学
・
五
巻
五
号
・
六
号

立
命
館
経
済
学
・
七
巻
六
号

八
巻
一
号
・
二
号

二
二
号

立
命
館
経
済
学
・
八
巻
五
・
六
合
併
号

思
　
想

立
命
館
径
済
学
・
九
巻
六
号

一
〇
巻
一
号
・
二
号

立
命
館
経
済
学
・
一
〇
塗
五
・
六
合
併
号

↓
↓
八
叩
補
肋
け
征
済
以
子

二
巻
一
・
二
合
併
号
・
三
号

　
二
五
〇
　
　
　
（
八
三
五
）

一
九
五
三
年
二
月

一
九
五
三
年
四
月

一
九
五
三
年
五
月

一
九
五
三
年
一
〇
月
・
二
一
月
・

一
九
五
四
年
二
月

一
九
五
四
年
一
〇
月

一
九
五
四
年
二
一
月
・

一
九
五
五
年
二
月
・
四
月
・
六
月

一
九
五
五
年
三
月

一
九
五
五
年
六
月
・

八
月
・
一
〇
月

一
九
五
六
年
一
二
月

一
九
五
七
年
二
月

一
九
五
九
年
二
月
・

四
月
・
七
月

一
九
六
〇
年
二
月

一
九
六
〇
年
七
月

一
九
六
一
年
二
月
・

四
月
・
六
月

一
九
六
二
年
二
月

一
九
六
二
乍
六
月
・
八
月



評
　
論

＊
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
ア
カ
デ
、
、
、
ズ
ム

＊
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
構
逃

＊
哲
　
学
　
時
　
評
（
一
）

＊
ル
エ
怖
”
〃
千
／
一
フ
ハ
ツ
シ
ズ
ム

＊
新
　
閉
　
的
　
と
　
雑
　
芯
　
的

・
ｒ
－
　
　
４
ト
　
　
　
Ｌ
ｆ

＊
羽
」
　
　
三
　
　
ポ

＊
論
　
地
　
　
時
　
　
秤

＊
論
岬
か
ら
理
論
液
線
へ

二
度
口
の
触
体

＊
帷
史
哲
学
と
ス
ト
ラ
テ
ギ
ー

＊
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
折
ｎ
学
の
塊
状

＊
咋
へ
に
奇
す
る
年
蚊
の
、
．
、
口
葉

＊
こ
の
人
格
を
感
覚
せ
よ

１
天
野
博
士
「
道
理
の
感
覚
」
を
読
み
て
ー

＊
恋
愛
と
家
庭
と
歴
史

＊
口
然
概
の
論
理

　
－
映
両
「
新
し
き
土
」
に
寄
せ
て
ー

＊
日
　
本
的
な
も
の

　
１
三
枝
博
音
著
「
日
本
の
思
想
文
化
」
を
読
み
て
１

現
代
学
生
新
聞

塊
代
学
生
新
聞

唯
物
論
研
究

東
京
大
学
新
聞

佳
物
論
研
究

唯
物
論
研
究

何
を
読
む
べ
き
か

東
京
大
学
新
閉

作
＾

東
京
大
学
新
閉

夕
刊
大
阪
新
閉

夕
刊
大
阪
新
閉

京
郁
大
学
新
聞

神
戸
商
大
新
聞

関
西
学
院
新
聞

世
界
文
化

一
九
三
二
年
一
〇
月

一
九
三
二
年
一
一
月

一
九
三
三
年
六
月

一
九
三
三
年
六
月

一
九
三
三
年
七
月

一
九
三
三
年
八
月

一
九
三
三
年
一
〇
月

一
九
三
三
年
一
一
月

一
九
三
四
年
五
月

一
九
三
六
年
二
丹

一
九
三
六
年
一
一
月

一
九
三
七
年
一
月

一
九
三
七
年
一
月

一
九
三
七
年
一
月

一
九
三
七
年
二
月

一
九
三
七
年
一
〇
月

二
五
一
　
　
（
八
三
六
）



＊
唯
物
論
と
主
体
性

＊
時
局
と
哲
学
者

　
　
－
荒
蓼
た
る
日
本
の
思
想
界
１

＊
日
本
民
族
の
個
性
化

　
　
－
世
界
的
哲
学
の
日
本
的
創
造
の
た
め
に
１

＊
知
性
の
「
ど
ん
底
」
と
イ
ン
テ
リ
の
自
由

＊
農
民
の
理
性
は
狡
滑
で
な
い

　
１
映
画
「
蒼
曝
」
の
意
味
１

＊
人
問
学
の
白
己
矛
盾
的
発
展

　
－
樺
俊
雄
編
「
人
問
学
序
説
」
１

＊
技
術
論
の
現
段
階
的
課
題

　
１
そ
の
二
つ
の
偏
向
に
つ
い
て
１
１

＊
苦
悩
の
表
現
と
し
て
の
哲
学

　
－
事
変
の
思
想
的
解
決
と
は
何
か
－

＊
政
治
的
水
準
の
低
さ

＊
魂
の
転
回
は
読
書
を
趣
え
た
と
こ
ろ
で

＊
閑
夜
に
辿
る
『
資
木
論
』
へ
の
途

＊
新
閉
と
大
來
の
常
識

＊
私
の
『
資
、
木
論
』
研
究

＊
秋
後
と
い
う
こ
と
の
二
つ
の
芯
味

・
警
　
官
　
と
　
学
　
生

・
政
治
的
理
実
と
理
性

作
品

京
都
大
学
新
聞

関
西
学
院
新
聞

京
都
大
学
新
聞

週
刊
新
聞
・
土
曜
日

関
西
学
院
新
聞

神
戸
商
大
新
聞

東
京
大
学
新
聞

夕
刊
京
祁
新
聞

日
本
読
書
新
聞

京
都
大
学
新
聞

肥
　
　
　
ゲ
汀
　
　
珂

者
　
　
幸
小
　
　
厚

出
版
月
報

郁
　
新
　
聞

立
命
鮒
学
関
新
閉

〃
■
刊
京
都
新
聞

　
二
五
二
　
　
（
八
三
七
）

一
九
三
七
年
二
月

一
九
三
七
年
二
月

一
九
三
七
年
二
月

一
九
三
七
年
二
一
月

一
九
三
八
年
一
月

一
九
三
八
年
二
月

一
九
三
八
年
四
月

一
九
三
八
年
五
月

一
九
四
七
年
七
月

一
九
五
〇
年
一
月

一
九
五
〇
年
二
月

一
九
五
〇
年
一
〇
月

一
九
五
一
年
六
月

一
九
五
一
年
六
月

一
九
五
二
年
五
月

一
九
五
二
年
九
月



＊
ソ
ビ
ニ
ト
『
経
済
学
教
科
書
』
と
『
資
本
論
』

＊
私
の
経
済
哲
学
の
講
義

＊
経
済
哲
学
へ
の
私
の
歩
み

＊
私
の
講
義
を
聴
く
学
生
の
た
め
に

＊
径
、
済
哲
学
と
し
て
の
『
資
本
論
』

京
郁
大
学
新
聞

辻
村
一
郎
録
・
講
義
ノ
ー
ト

世
界
観
の
論
理
的
基
礎
づ
け

民
科
京
都
支
部
経
済
部
会
会
撒

立
命
館
大
学
経
済
学
会
編
・

径
済
学
部
に
学
ぶ
人
の
た
め
に

早
稲
田
大
学
新
閉

一
九
五
五
年
六
月

一
九
五
九
年
一
〇
月

一
九
五
九
年
一
〇
月

一
九
六
〇
年
四
月

一
九
六
〇
年
九
月

二
五
三
　
　
（
八
三
八
）


